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千代田図書館 読書振興センター 

学校支援 夏のおたより 

 

小学生版 

2017 年 7 月 

 

１・２年生 

３・４年生 

５・６年生 

学
がく

年
ねん

ごとに おすすめの本
ほん

を 紹介
しょうかい

します。小さなスイカのマーク   は読
よ

みやすいおはなし、 

大きなスイカのマーク はすこし長
なが

めのおはなしです。夏休
なつやす

みにぜひチャレンジしてください。 

『うそみーるめがね』 

 

いわむらかずお/文・絵 

復刊ドットコム 

ある日、さとちゃんは紙
かみ

やはさみをつかって、みずいろのめがねを

つくりました。これをかけるとまるで海
うみ

の中
なか

にいるみたい！ さとち

ゃんはうれしくなって、みんなに見
み

せようとあき地
ち

へ出
で

かけますが、

そこにいたのは１ぴきのねこでした。ねこの名
な

前
まえ

は「ごーぐる」。 

ごーぐるについてどかんの中
なか

へとびこむと、そこに広
ひろ

がっていたの

はふし
 

ぎなしょうてんがいでした。 

炭
すみ

焼
や

き男の息子プラバチェクは、大きくなったら王の娘
むすめ

と結
けっ

婚
こん

する

と老
ろう

婆
ば

に予言されました。それを聞いた王は、そうはさせまいと、

あの手
 

この手でプラバチェクの命をねらいますが、失敗してばかり。

あげくの果てに「すべてを知る知恵
ち え

の老人の、金の髪の毛を三本、

もってこい」と命じ…。聞きなれた西洋の昔話とはまた異
こと

なる雰
ふん

囲
い

気
き

をもつ、中・東
とう

欧
おう

の昔話を味わってみませんか？ 16話の短
たん

編
ぺん

集
しゅう

。 

 

 

『三本の金の髪
か み

の毛』 

 

舘野鴻/作・絵 

偕成社 

『つちはんみょう』 

 主
しゅ

人
じん

公
こう

、ヒメツチハンミョウはとても地味
じ み

で目立たない虫です。し

かしこの地味な虫は、多くのなかまの死
し

の上に立つ１匹
ぴき

なのです。

4,000 もの卵
たまご

からかえった体長１ｍｍに満
み

たない幼虫
ようちゅう

たちは、

わずか４日という短い寿命
じゅみょう

です。その中で、命
いのち

を次
つぎ

へつなぐため、

他
ほか

の虫たちに取りつきながら寄
き

生
せい

先となるヒメハナバチの巣
す

をめ

ざします。小さな幼虫の旅
たび

は、とてつもなく力強いものでした。 

松岡享子/訳 

降矢なな/絵 

のら書店 

イチオシ！ 

イチオシ！ 

イチオシ！ 
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『うんがにおちたうし』 

 

フィリス・クラシロフスキー/作 

ピーター・スパイアー/絵 

みなみもとちか/訳 

ポプラ社 

『ポンちゃんはお金
か ね

もち』 

 

たかどのほうこ/さく・え 

こぐま社 

サマセット・モーム/文    

武井武雄/え 光吉夏弥/やく 

岩波書店 

ミルドレッド・マイリック/ぶん     

アーノルド・ローベル/え  

小宮由/やく 大日本図書 

『九
く

月
が つ

姫
ひ め

とウグイス』 

 

『たんけんクラブ シークレット・スリー』 

 

１・２年生 

 

オランダで、畑
はたけ

にかこまれてくらすうしのヘンドリカは、草
くさ

をたべるだけの

たいくつな毎
まい

日
にち

をすごしていました。ある日
ひ

、おいしい草をさがして歩
ある

いて

いると、いつのまにかうんがにおちてしまいました。そして、なが
 

れてきた

はこにのっかります。ながされながらヘンドリカが目
め

にしたものは、めずら

しいもの
 

ばかり。ヘンドリカはうれしくてたまらなくなってきました。 

はらっぱ公園
こうえん

にやってくる「いどうゆうえんち」へ行
い

くはずだったコータは、

へやの中
なか

でべんきょうをしています。コータのテストの点
てん

がわるかったた

め、ぷんぷんしているお母
かあ

さんにいいつけられたのです。そこへにこにこし

ながら手
て

まねきをするポンちゃんがあらわれて、おこづかいをもっているか

ら、こっそりぬけ出
だ

して、はらっぱ公園に行こうというのです。 

むかし、シャムの国
くに

（今
いま

のタイ）に９人
にん

のお姫
ひめ

さまがいました。一
いち

番
ばん

上
うえ

から

一
いち

月
がつ

、二
に

月
がつ

と名
な

前
まえ

がつけられて、末
すえ

のお姫さまは九月姫と名づけられました。

王
おう

さまは、むすめたちそれぞれに、金
きん

いろのかごにはいったみどりいろのオ

ウムをおくりました。ところがある日
ひ

、九月姫のオウムがしんでしまったの

です。かなしんでないている姫のところへ１羽
わ

の小
こ

鳥
とり

がとびこんできます。 

〝あんごう〟って知
し

っていますか。それは、なかまだけがわかる、ひみつの

しるしや言
こと

葉
ば

です。ビリーとマークはすなはまで、ビンの中
なか

に入
はい

った、ふし

ぎな手
て

紙
がみ

をみつけます。手紙をかいたのは、むこうの島
しま

にすんでいるトムで

した
 

。ふたりはあんごうをかんがえて、へんじをかきます。みなさんもトム

と
 

いっしょに、あんごうをといてみてください。 
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『カルペパー一
い っ

家
か

のおはなし』 

 

『こそあどの森の物語 水の森の秘密』 

 

『リンゴの木の上のおばあさん』 

 

マリオン・アピントン/文 

ルイス・スロボドキン/絵 

清水眞砂子/訳 瑞雲舎 

岡田淳/作 

理論社 

ミラ・ローベ/作 

塩谷太郎/訳 

岩波書店 

『プーさんとであった日』 

 

リンジー・マティック/ぶん 

ソフィー・ブラッコール/え 

山口文生/やく 評論社 

３・４年生 
 

カルペパー一家は、デビーのお父さんが作った紙人形の家
か

族
ぞく

です。一家にと

っては、子ども部
べ

屋
や

の中だけでも、ハラハラドキドキのぼうけんがいっぱい。

そんなある日
 

、むすめのアンジェリーナのすがたが見えなくなってしまいま

す。必
ひっ

死
し

にさがし回ると、アンジェリーナはしおり代
が

わりに本の間にはさま

れていました。さぁいったいどうやって助
たす

けるのでしょう？ 

おばあさんがいないアンディは、友だちの間でくやしい思いをしていまし

た。ところが、かくれ場所
ば し ょ

にあるリンゴの木に登
のぼ

ったある日のこと、目の前

にとつぜ
 

んおばあさんがあらわれたのです。アンディは、おばあさんがあら

われる
 

たびに、ゆうえん地へ行ったり馬にのったりと、思い切りやりたいこ

とをして楽
 

しくすごしますが、おばあさんはいつも、いつの間にかいなくな

ってし
 

まうのでした。 

どこかにあるふしぎな森、こそあどの森。そこにすむ人たちは、少し前から、

森の様
よう

子
す

が何だか変
へん

だと感
かん

じていました。この「なんだか変」は、今まで食

べられないと思っていたプニョプニョダケというキノコが、実
じつ

はとてもおい

しいとみんなが知
 

り、たくさんとってしまったことから始まっていたので

す。1994年から続
つづ

くシリーズ12巻、ついに完
かん

結
けつ

！ この巻だけ読んでも、

1巻
 

から続けて読んでも、楽しめますよ。 

クマのプーさんを知っていますか？ では、プーさんが実
じつ

在
ざい

するクマだった

ということは？ 今から100年以
い

上
じょう

前
まえ

、カナダの軍
ぐん

隊
たい

の獣
じゅう

医
い

師
し

ハリーは、 

１ぴきのコグマに出
で

会
あ

い、ウィニーと名づけます。ウィニーはハリーたちと

いっしょに旅
たび

をし、やがてはロンドンの動
どう

物
ぶつ

園
えん

にわたり…。巻末
かんまつ

の写
しゃ

真
しん

も必
ひっ

見
けん

です。岩
いわ

波
なみ

少
しょう

年
ねん

文
ぶん

庫
こ

の『クマのプーさん』も、あわせてどうぞ。 
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『菜の子ちゃんとカッパ石』 

 

富安陽子/作 

YUJI/画 

福音館書店 

『海はもうひとつの宇宙』 

 

『せなか町から、ずっと』 

 

高頭祥八/文・絵 

福音館書店 

斉藤倫/著 

junaida/画 

福音館書店 

『ツバメ号とアマゾン号（上）・（下）』 

 

アーサー・ランサム/作 

神宮輝夫/訳 

岩波書店 

５・６年生 
 

砂
すな

子
こ

多
だ

川
がわ

の川べりにある「カッパ石」は、カッパたちが二度といたずらをし

ないとちかった約
 

束の石…のはずが、実はニセモノだった！ もし、ただの石

だとカッパたちにばれたら、町
 

はカッパのいたずらで大変なことになってし

まいます。ふしぎな転校生、菜の子ちゃんに本物の石
いし

探
さが

しをたのまれたトオ

ルは、菜
 

の子ちゃんと共にイノシシにまたがり、山をかけのぼります。 

地球をつつむ海は、身近でありながら神秘的
しんぴてき

な未知の世界でもあります。遠

い昔から、人びとは海の中のことを知るために試
し

行
こう

錯
さく

誤
ご

を繰り返してきまし

た。海中で息をするには…水
 

圧につぶされないためには…。 

さまざまな発明や技
ぎ

術
じゅつ

の進歩が、絵や写真とともに解説
かいせつ

されています。 

海
かい

中
ちゅう

探
たん

検
けん

の歴史を中心とした、読みごたえのある海の科学絵本です。 

農場で夏休みを過
す

ごすウォーカー家の子どもたちに、うれしい知らせが届
とど

き

ま
 

した。ついにお父さんが、子どもたちだけで、湖の無人島でキャンプする

ことを許
ゆる

してくれたのです。子どもたちは自分たちの小さな帆
はん

船
せん

「ツバメ号」

を操
あやつ

り、島の探検
たんけん

を始めます。そこで出会ったのは、小さな帆船を見事に操

る「アマゾン海
かい

賊
ぞく

」の少女たちでした。夏の読書にぴったりの冒険
ぼうけん

物語です。 

長い間、海の上をただよっている「わし」。このわしの背
せ

中
なか

は、いつしかせ

なか島
 

となり、そこにできた町はせなか町となりました。せなか町にはこれ

までに、色々な人たちが暮
く

らしてきました。ひねくれ者のカーテンや、ねこ

に名
 

前を取られた女の子、演
えん

奏
そう

方法を知られていない楽器「麦の光」。彼ら

に起こる宝
ほう

石
せき

のようにキラキラした、風変りな出来事。ささやかだけど、と

びきり不
ふ

思
し

議
ぎ

な６つの連
つら

なる物語です。 


